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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年11月10日(2011.11.10)

【公表番号】特表2010-523515(P2010-523515A)
【公表日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-028
【出願番号】特願2010-501474(P2010-501474)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/18    ＣＳＰＸ
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４０　
   Ｃ０７Ｄ 519/00    ３１１　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）：
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【化１】

［式中、
　Ａｒは、フェニレン、ビフェニレン、ナフチレン、アントリレン又はアントラキノニレ
ンであり、これらは全て非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アル
ケニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＣＨ2ＯＲ11、ＣＯＯＲ12、ＣＯＮＲ12Ｒ13若しくはハ
ロゲンで置換されており；
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ7及びＲ8は、互いに独立して、水素又はＣ1～Ｃ6アルキルであり；
　Ｒ3及びＲ5は、共に、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されてい
るＣ2～Ｃ6アルキレン架橋を形成し；
　Ｒ4及びＲ6は、共に、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されてい
るＣ2～Ｃ6アルキレン架橋を形成し；
　Ｒ11は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル又はフェニルであり；
　Ｒ12及びＲ13は、互いに独立して、水素、フェニル、Ｃ1～Ｃ18アルキル、１つ以上の
Ｏで中断されているＣ1～Ｃ18アルキルであるか；或いは
　Ｒ12及びＲ13は、下記：

【化２】

であり；
　ｎは、１～１０であり；
　Ｘは、直接結合、Ｏ、Ｓ又はＮＲ10であり；
　Ａは、ｎが１である場合、水素、非中断Ｃ1～Ｃ18アルキル又は１つ以上のＯ若しくは
Ｎ（Ｒ′13）で中断されているＣ1～Ｃ18アルキルであり、非中断又は中断Ｃ1～Ｃ18アル
キルは、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ6ヒドロキシアルキル
、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12、ＯＣＯＲ14若しくはハロゲンで置換
されているか；或いは
　Ａは、Ｃ2～Ｃ18アルケニルであるか又は１つ以上のＯで中断されているＣ3～Ｃ18アル
ケニルであり、Ｃ2～Ｃ18アルケニル又は中断Ｃ3～Ｃ18アルケニルは、非置換であるか又
は１つ以上のＣ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ6ヒドロキシアルキル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、
ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12、ハロゲン若しくはＣ7～Ｃ15アラルキルで置換されているか；
或いは
　Ａは、ｎが１である場合、下記：
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【化３】

の基であるか；或いは
　Ａは、ｎが１である場合、下記：
【化４】

の基を意味するか；或いは
　ＸがＯである場合、追加的に、Ｘ－ＡはＸ－Ｙ＋を意味し；
　Ａは、ｎが１を超える場合、
　ｎ価の飽和又は不飽和Ｃ2～Ｃ50炭化水素基であり、これは場合により１つ以上のＯ、
Ｓ、Ｎ（Ｒ′13）、フェニレン、ナフチレン、下記：

【化５】

で中断されており、
　非中断又は中断のｎ価飽和又は不飽和Ｃ2～Ｃ50炭化水素基は、非置換であるか又は１
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つ以上のＣ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ6ヒドロキシアルキル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ

12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されているか；或いは
　Ａは、ＸがＮＲ10である場合、ｎ価ポリアルキレン－イミンであり、ここでｎ価ポリア
ルキレン－イミンは、非中断であるか又は１つ以上の（ＣＯ）、（ＣＯ）Ｏ若しくは二重
結合で中断されており、非中断又は中断ｎ価ポリアルキレン－イミンは、非置換であるか
又は下記：
【化６】

で置換されているか；或いは
　ＸがＯである場合、追加的に、１つ以上のＸ－Ａは、Ｘ－

ｎＹｎ＋又はＸ－
ｎｎＹ＋を

意味し；
　ｙは、１～２０の整数であり；
　ｚは、１～８の整数であり；
　Ｒ′13は、Ｒ12及びＲ13で示された意味のうちの１つを有するか又は基（ＴＸ）であり
；
　Ｒ10は、ｎが１であるＡで示された意味のうちの１つを有し；
　Ａ1は、ｎが１である場合、水素、Ｃ1～Ｃ18アルカノイル、１つ以上のＯ及び／若しく
はＣＯで中断されているＣ2～Ｃ18アルカノイルであり、非中断又は中断Ｃ2～Ｃ18アルカ
ノイルは、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、フェ
ニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されてい
るか；或いは
　前記非中断又は中断Ｃ2～Ｃ18アルカノイルは、非置換又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキ
ル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13若しくはハロゲンで置換さ
れているＣ6～Ｃ10アリールにより置換されているか；或いは
　Ａ1は、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ
、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12、ハロゲンにより、若しくは非置換の若しく
は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ

13若しくはハロゲンで置換されているＣ6～Ｃ10アリールにより置換されているＣ3～Ｃ18

アルケノイルか；
　非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11

、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されているＣ2～Ｃ18アルキ
ルアミノカルボニルか；
　非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＯＲ11、ＮＲ

12Ｒ13若しくはハロゲンで置換されているＣ6～Ｃ20アリールアミノカルボニルか；
　非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＯＲ11、ＮＲ

12Ｒ13若しくはハロゲンで置換されているＣ7～Ｃ20アリールアルキルアミノカルボニル
か；
　両方とも非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ
、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13若しくはハロゲンで置換されている、Ｃ7～Ｃ15アロイル
又はＣ5～Ｃ15ヘテロアロイルであるか；或いは
　Ａ1は、ｎが１である場合、下記：
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【化７】

の基を意味し；
　Ａ1は、ｎが１を超える場合、
　場合により１つ以上のＯで中断されており、非中断又は中断Ｃ2～Ｃ30アルカノイルが
、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11

、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている、ｎ価のＣ2～Ｃ3

0アルカノイルか；
　両方とも非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ
、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている、ｎ価の
Ｃ8～Ｃ20アロイル又はＣ6～Ｃ20ヘテロアロイルであるか；
　非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11

、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されているｎ価のＣ10～Ｃ20

アラルカノイルか；
　非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11

、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されており、非置換又は置換
ｎ価Ｃ1～Ｃ30アルキルアミノカルボニル基が、場合により、イソシアネート又はその誘
導体の二量体又は三量体を介して結合している幾つかの一価Ｃ1～Ｃ30アルキルアミノカ
ルボニル基から構成されている、ｎ価のＣ1～Ｃ30アルキルアミノカルボニルか；
　非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11

、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されているｎ価のＣ6～Ｃ20

アリールアミノカルボニルであるか；或いは
　Ａ1は、ｎが１を超える場合、下記：

【化８】

の基を意味し；
　Ｌは、直接結合、非置換Ｃ1～Ｃ20アルキレン、フェニル若しくは１つ以上のＯＨで置
換されているＣ1～Ｃ20アルキレン、１つ以上のＯ、Ｓ、Ｏ（ＣＯ）、（ＣＯ）Ｏで中断
されているＣ1～Ｃ20アルキレンか、又は
　Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ

1～Ｃ20アルキレン－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）
若しくはＣ1～Ｃ20アルキレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）であり、ここで基Ｃ1～Ｃ20アルキ
レン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン
－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）及びＣ1～Ｃ20アル
キレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）において、ベンゾフェノン基への結合は、ヘテロ原子Ｎ、
Ｓ若しくはＯを介する又はＣＯ基を介することが意図されているか；或いは
　Ｌは、（ＣＯ）－Ｑであり；
　Ｑは、直接結合、Ｃ1～Ｃ8アルキレン又は１つ以上のＯで中断されているＣ1～Ｃ8アル
キレンであり；



(6) JP 2010-523515 A5 2011.11.10

　Ｌ1は、直接結合、ＣＯ、非置換Ｃ1～Ｃ20アルキレン、フェニル若しくは１つ以上のＯ
Ｈで置換されているＣ1～Ｃ20アルキレン、１つ以上のＯ、Ｓ若しくはＮＲ24で中断され
ているＣ1～Ｃ20アルキレン、１つ以上のＯ、Ｓ若しくはＮＲ24で中断され、ＯＨで置換
されているＣ1～Ｃ20アルキレンか、又は
　非置換Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）若しくはＯＨで置換されているＣ1～Ｃ20ア
ルキレン－Ｏ－（ＣＯ）か、又はアルキレンが１つ以上のＯで中断されているＣ1～Ｃ20

アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アル
キレン－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）若しくはＣ1

～Ｃ20アルキレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）であり、ここで基Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－
（ＣＯ）若しくはＯＨで置換されているＣ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）若しくはア
ルキレンが１つ以上のＯで中断されているＣ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ

20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－
Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）又はＣ1～Ｃ20アルキレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）
において、チオキサントン基への結合は、ヘテロ原子Ｎ、Ｓ若しくはＯを介する又はＣＯ
基を介することが意図されているか；或いは
　Ｌ1は、（ＣＯ）－Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏであり、ここでチオキサントン基への結合
はＯ原子を介していることが意図されているか；或いは
　Ｌ1は、（ＣＯ）－Ｑであり；
　Ｙは、ｎ価のカチオン性対イオンであり；
　Ｒ14は、－ＣＨ＝ＣＨ2又は－Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨ2であり；
　Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ12アルキル
、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13又は（ＣＯ）ＯＲ11であり；
　Ｒ19は、水素又はＣ1～Ｃ6アルキルであり；
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22及びＲ23は、互いに独立して、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18で定義され
た意味のうちの１つを有し；
　Ｒ24は、水素、Ｃ1～Ｃ10アルキル又はＯＨで置換されているＣ1～Ｃ10アルキルであり
、そして
　Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28及びＲ29は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルである］
で示される光潜在性塩基化合物。
【請求項２】
　ＸがＯ又はＮＲ10、特にＯである、請求項１に記載の式（Ｉ）又は（ＩＩＩ）の光潜在
性塩基化合物。
【請求項３】
　Ａｒが、フェニレンであり；
　Ｒ1及びＲ2が、互いに独立して、水素であり；
　Ｒ3及びＲ5が、共に、プロピレン架橋を形成し；
　Ｒ4及びＲ6が、共に、Ｃ3～Ｃ5アルキレン架橋を形成し；
　Ｒ11が、水素又はＣ1～Ｃ6アルキルであり；
　Ｒ12及びＲ13が、互いに独立して、水素又はＣ1～Ｃ18アルキルであり；
　ｎが、式（Ｉ）の化合物では１又は２であり、式ＩＩＩの化合物では１であり；
　Ｘが、Ｏ、Ｓ、ＮＲ10又は直接結合であり；
　Ｒ10が、水素であり；
　Ａが、ｎが１である場合、非中断であるか又は１つ以上のＯで中断されている、Ｃ1～
Ｃ18アルキルであり、非中断又は中断Ｃ1～Ｃ18アルキルが非置換であるか又はＯＲ11、
ＮＲ12Ｒ13若しくはＯＣＯＲ14で置換されているか；或いは
　Ａが、Ｃ2～Ｃ8アルケニルであるか；或いは
　Ａが、基（ＴＸ）又は（ＢＰ）であるか；或いは
　ＸがＯである場合、追加的に、Ｘ－ＡがＸ－Ｙ＋を意味し；
　Ｌ1が、Ｃ1～Ｃ8アルキレン－Ｓであり；
　Ｌが、Ｃ1～Ｃ8アルキレン－Ｓであり；
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　Ｒ14が、－ＣＨ＝ＣＨ2であり；
　Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18が、水素であり；
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22及びＲ23が、水素であり；
　Ａが、ｎが１を超える場合、ｎ価の飽和又は不飽和Ｃ2～Ｃ50炭化水素基として、Ｃ2～
Ｃ18アルキレンであり、これが場合により１つ以上のＯで中断されており、非中断又は中
断Ｃ2～Ｃ18アルキレンが、非置換であるか又はＯＲ11で置換されているか；或いは
　Ａが、ｎが１を超える場合、ｎ価のポリアルキレンイミンであり、これが、非中断であ
るか又は（ＣＯ）、（ＣＯ）Ｏ若しくは二重結合で中断されており、非中断又は中断ｎ価
ポリアルキレンイミンが、非置換であるか又は下記：
【化９】

で置換されており；
　Ａ1が、ｎが１である場合、水素又は非置換若しくはＣＯＯＲ12で置換されているＣ2～
Ｃ18アルカノイルであり；
　Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28及びＲ29が、メチルであり；
　ｙが、１～１２の整数であり；そして
　ｎ価カチオン性対イオンとしてのＹが、アルカリ金属である、請求項１又は２に記載の
式（Ｉ）又は（ＩＩＩ）の光潜在性塩基化合物。
【請求項４】
　（Ａ）少なくとも１つの、請求項１に記載の式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）の、又
は請求項２又は３に記載の式（Ｉ）又は（ＩＩＩ）の、光潜在性塩基化合物と、
　（Ｂ）塩基触媒付加、縮合若しくは置換反応が可能である、又は塩基触媒反応により異
なる形態に変換される、少なくとも１つの有機化合物と、を含む組成物。
【請求項５】
　成分（Ｂ）が、塩基触媒反応で重合又は架橋する有機物質である、請求項４に記載の組
成物。
【請求項６】
　成分（Ｂ）が、以下の系：
　ａ）アルコキシシラン及び／又はアルコキシシロキサン側基を有するアクリルコポリマ
ー；
　ｂ）ヒドロキシル含有ポリアクリレート、ポリエステル及び／又はポリエーテルと、脂
肪族又は芳香族ポリイソシアネートとを含む２成分系；
　ｃ）官能ポリアクリレートとポリエポキシドとを含む２成分系（ポリアクリレートはチ
オール、アミノ、カルボキシル及び／又は無水基を含有する）；
　ｄ）フッ素改質又はシリコーン改質ヒドロキシル含有ポリアクリレート、ポリエステル
及び／又はポリエーテルと、脂肪族又は芳香族ポリイソシアネートとを含む２成分系；
　ｅ）（ポリ）ケチミンと脂肪族又は芳香族ポリイソシアネートとを含む２成分系；
　ｆ）（ポリ）ケチミンと、不飽和アクリル樹脂又はアセトアセテート樹脂又はα－アク
リルアミドメチルグリコール酸メチルとを含む２成分系；
　ｈ）（ポリ）オキサゾリジンと、無水基含有ポリアクリレート又は不飽和アクリル樹脂
又はポリイソシアネートとを含む２成分系；
　ｉ）エポキシ官能ポリアクリレートと、カルボキシル含有又はアミノ含有ポリアクリレ
ートとを含む２成分系；
　ｌ）アリルグリシジルエーテルをベースとするポリマー；
　ｍ）（ポリ）アルコール及び／又はポリチオールと、（ポリ）イソシアネートとを含む
２成分系；
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　ｎ）α，β－エチレン性不飽和カルボニル化合物と、活性ＣＨ2基を含有するポリマー
とを含む２成分系；
　ｏ）活性ＣＨ2基を含有するポリマー（活性ＣＨ2基は、主鎖若しくは側鎖のいずれか又
は両方に存在する）又は（ポリ）アセトアセテート及び（ポリ）シアノアセテートのよう
な活性ＣＨ2基を含有するポリマーと、ポリアルデヒド架橋剤とを含む２成分系；
　ｐ）ブロック化イソシアネートと水素供与体とを含む２成分系又は１成分系；
　ｑ）チオールマイケル系のうちの１つである、請求項４に記載の組成物。
【請求項７】
　成分（Ｂ）が、エポキシ樹脂又は異なるエポキシ樹脂の混合物である、請求項４に記載
の組成物。
【請求項８】
　成分（Ａ）が、成分（Ｂ）に基づいて０．０１～２０質量％、特に０．０１～１０質量
％の量で存在する、請求項４から７までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　成分（Ａ）及び（Ｂ）に加えて、特にベンゾフェノン及びベンゾフェノン誘導体からな
る群より選択される増感剤（Ｃ）を含む、請求項４から７までのいずれか１項に記載の組
成物。
【請求項１０】
　塩基触媒反応を実施する方法であって、請求項４から９までのいずれか１項に記載の組
成物を２００ｎｍ～６５０ｎｍの波長を有する光線の照射に付すことを含む、方法。
【請求項１１】
　加熱を、光線への暴露前、暴露中又は暴露後に実施する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　光化学的に誘導された塩基触媒重合、付加又は置換反応のための光開始剤としての、請
求項１に記載の式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）の、又は請求項２又は３に記載の式（
Ｉ）又は（ＩＩＩ）の、光潜在性塩基化合物の使用。
【請求項１３】
　被覆、接着剤、インク、成形コンパウンド又は光構造層を製造するための、請求項１０
及び１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　請求項４に記載の組成物で少なくとも１面が被覆された被覆基材。
【請求項１５】
　請求項４に記載の重合又は架橋組成物。
【請求項１６】
　式（Ｖ）：
【化１０】

［式中、
　Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、請求項１で定義されたとおりである］
で示される化合物を製造する方法であって、
　請求項１に記載の式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）の、又は請求項２又は３に記載の
式（Ｉ）又は（ＩＩＩ）の、化合物を、適宜、増感剤（Ｃ）の存在下、２００ｎｍ～６５
０ｎｍの波長を有する光線の照射に付すことを含む方法。
【請求項１７】
　Ｘが、Ｏであり；
　ｎが、１であり；
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　Ａが、水素又はＣ1～Ｃ18アルキルであり；そして
　Ａ1が、水素又はＣ2～Ｃ18アルカノイルである
請求項１に記載の式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）の、又は請求項２に記載の式（Ｉ）
又は（ＩＩＩ）の、光潜在性塩基化合物を、
　式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）の前記化合物を多官能価アルコール、アミン、チオ
ール、エポキシド、イソシアネート、カルボン酸又はカルボン酸塩化物と反応させて多官
能価光潜在性アミンを製造する出発材料として用いる使用。
【請求項１８】
　Ｘが、Ｏであり；
　ｎが、１であり；
　Ａが、水素又はＣ1～Ｃ18アルキルであり；そして
　Ａ1が、水素又はＣ2～Ｃ18アルカノイルである
請求項１に記載の式（Ｉ）、（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）の、又は請求項２に記載の式（Ｉ）
又は（ＩＩＩ）の、光潜在性塩基化合物を、
　光潜在性アミン基で末端がキャップされているオリゴマーの製造のための成分として用
いる使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　　したがって、本発明の主題は、式（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）：
【化１】

［式中、
Ａｒは、フェニレン、ビフェニレン、ナフチレン、アントリレン又はアントラキノニレン
であり、これらは全て非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケ
ニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＣＨ2ＯＲ11、ＣＯＯＲ12、ＣＯＮＲ12Ｒ13若しくはハロ
ゲンで置換されており；
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ7及びＲ8は、互いに独立して、水素又はＣ1～Ｃ6アルキルであり；
Ｒ3及びＲ5は、共に、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されている
Ｃ2～Ｃ6アルキレン架橋を形成し；
Ｒ4及びＲ6は、共に、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されている
Ｃ2～Ｃ6アルキレン架橋を形成し；
Ｒ11は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル又はフェニルであり；
Ｒ12及びＲ13は、互いに独立して水素、フェニル、Ｃ1～Ｃ18アルキル、１つ以上のＯで
中断されているＣ1～Ｃ18アルキルであるか；或いは
Ｒ12及びＲ13は、下記：
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【化２】

であり；
ｎは、１～１０であり；
Ｘは、直接結合、Ｏ、Ｓ又はＮＲ10であり；
Ａは、ｎが１である場合、水素、非中断Ｃ1～Ｃ18アルキル又は１つ以上のＯ若しくはＮ
（Ｒ′13）で中断されているＣ1～Ｃ18アルキルであり、非中断又は中断Ｃ1～Ｃ18アルキ
ルは、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ6ヒドロキシアルキル、
ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12、ＯＣＯＲ14若しくはハロゲンで置換さ
れているか；或いは
Ａは、Ｃ2～Ｃ18アルケニルであるか又は１つ以上のＯで中断されているＣ3～Ｃ18アルケ
ニルであり、Ｃ2～Ｃ18アルケニル又は中断Ｃ3～Ｃ18アルケニルは、非置換であるか又は
１つ以上のＣ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ6ヒドロキシアルキル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、Ｎ
Ｒ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12、ハロゲン若しくはＣ7～Ｃ15アラルキルで置換されているか；或
いは
Ａは、ｎが１である場合、下記：

【化３】

の基であるか；或いは
　Ａは、ｎが１である場合、下記：

【化４】

の基を意味するか；或いは
ＸがＯである場合、追加的に、Ｘ－ＡはＸ－Ｙ＋を意味し；
Ａは、ｎが１を超える場合、
ｎ価の飽和又は不飽和Ｃ2～Ｃ50炭化水素基であり、これは場合により１つ以上のＯ、Ｓ
、Ｎ（Ｒ′13）、フェニレン、ナフチレン、下記：
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【化５】

で中断されており、
非中断又は中断のｎ価飽和又は不飽和Ｃ2～Ｃ50炭化水素基は、非置換であるか又は１つ
以上のＣ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ6ヒドロキシアルキル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12

Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されているか；或いは
Ａは、ＸがＮＲ10である場合、ｎ価ポリアルキレン－イミンであり、ここでｎ価ポリアル
キレン－イミンは、非中断であるか又は１つ以上の（ＣＯ）、（ＣＯ）Ｏ若しくは二重結
合で中断されており、非中断又は中断ｎ価ポリアルキレン－イミンは、非置換であるか又
は下記：
【化６】

で置換されているか；或いは
ＸがＯである場合、追加的に、１つ以上のＸ－Ａは、Ｘ－

ｎＹｎ＋又はＸ－
ｎｎＹ＋を意

味し；
ｙは、１～２０の整数であり；
ｚは、１～８の整数であり；
Ｒ′13は、Ｒ12及びＲ13で示された意味のうちの１つを有するか又は基（ＴＸ）であり；
Ｒ10は、ｎが１であるＡで示された意味のうちの１つを有し；
Ａ1は、ｎが１である場合、水素、Ｃ1～Ｃ18アルカノイル、１つ以上のＯ及び／若しくは
ＣＯで中断されているＣ2～Ｃ18アルカノイルであり、非中断又は中断Ｃ2～Ｃ18アルカノ
イルは、非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、フェニ
ル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている
か；或いは
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前記非中断又は中断Ｃ2～Ｃ18アルカノイルは、非置換又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル
、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13若しくはハロゲンで置換され
ているＣ6～Ｃ10アリールにより置換されているか；或いは
Ａ1は、非置換であるか又は１つ以上の、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ
、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12、ハロゲンにより、若しくは非置換の若しく
は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ

13若しくはハロゲンで置換されているＣ6～Ｃ10アリールにより置換されているＣ3～Ｃ18

アルケノイルか；
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、
ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されているＣ2～Ｃ18アルキル
アミノカルボニルか；
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＯＲ11、ＮＲ12

Ｒ13若しくはハロゲンで置換されているＣ6～Ｃ20アリールアミノカルボニルか；
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＯＲ11、ＮＲ12

Ｒ13若しくはハロゲンで置換されているＣ7～Ｃ20アリールアルキルアミノカルボニルか
；
両方とも非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、
ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13若しくはハロゲンで置換されている、Ｃ7～Ｃ15アロイル又
はＣ5～Ｃ15ヘテロアロイルであるか；或いは
Ａ1は、ｎが１である場合、下記：
【化７】

の基を意味し；
Ａ1は、ｎが１を超える場合、
場合により１つ以上のＯで中断されており、非中断又は中断Ｃ2～Ｃ30アルカノイルが、
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、
ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている、ｎ価のＣ2～Ｃ30

アルカノイルか；
両方とも非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、
ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている、ｎ価のＣ

8～Ｃ20アロイル又はＣ6～Ｃ20ヘテロアロイルであるか；
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、
ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている、ｎ価のＣ10～Ｃ20

アラルカノイルか；
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、
ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されており、非置換又は置換ｎ
価Ｃ1～Ｃ30アルキルアミノカルボニル基が、場合により、イソシアネート又はその誘導
体の二量体又は三量体を介して結合している幾つかの一価Ｃ1～Ｃ30アルキルアミノカル
ボニル基から構成されている、ｎ価のＣ1～Ｃ30アルキルアミノカルボニルか；
非置換であるか又は１つ以上のＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ2～Ｃ4アルケニル、ＣＮ、ＯＲ11、
ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13、ＣＯＯＲ12若しくはハロゲンで置換されている、ｎ価のＣ6～Ｃ20

アリールアミノカルボニルであるか；或いは
Ａ1は、ｎが１を超える場合、下記：
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【化８】

の基を意味し；
Ｌは、直接結合、非置換Ｃ1～Ｃ20アルキレン、フェニル若しくは１つ以上のＯＨで置換
されているＣ1～Ｃ20アルキレン、１つ以上のＯ、Ｓ、Ｏ（ＣＯ）、（ＣＯ）Ｏで中断さ
れているＣ1～Ｃ20アルキレンか、又は
Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1

～Ｃ20アルキレン－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）若
しくはＣ1～Ｃ20アルキレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）であり、ここで基Ｃ1～Ｃ20アルキレ
ン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－
Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）及びＣ1～Ｃ20アルキ
レン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）において、ベンゾフェノン基への結合は、ヘテロ原子Ｎ、Ｓ
若しくはＯを介している又はＣＯ基を介していることが意図されているか；或いは
Ｌは、（ＣＯ）－Ｑであり；
Ｑは、直接結合、Ｃ1～Ｃ8アルキレン又は１つ以上のＯで中断されているＣ1～Ｃ8アルキ
レンであり；
Ｌ1は、直接結合、ＣＯ、非置換Ｃ1～Ｃ20アルキレン、フェニル若しくは１つ以上のＯＨ
で置換されているＣ1～Ｃ20アルキレン、１つ以上のＯ、Ｓ若しくはＮＲ24で中断されて
いるＣ1～Ｃ20アルキレン、１つ以上のＯ、Ｓ若しくはＮＲ24で中断され、ＯＨで置換さ
れているＣ1～Ｃ20アルキレンか、又は
非置換Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）若しくはＯＨで置換されているＣ1～Ｃ20アル
キレン－Ｏ－（ＣＯ）か、又はアルキレンが１つ以上のＯで中断されているＣ1～Ｃ20ア
ルキレン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキ
レン－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）若しくはＣ1～
Ｃ20アルキレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）であり、ここで基Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（
ＣＯ）若しくはＯＨで置換されているＣ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）若しくはアル
キレンが１つ以上のＯで中断されているＣ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ－（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20

アルキレン－Ｎ（Ｒ19）（ＣＯ）、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｓ、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏ
、Ｃ1～Ｃ20アルキレン－（ＮＲ19）又はＣ1～Ｃ20アルキレン－（ＣＯ）－Ｎ（Ｒ19）に
おいて、チオキサントン基への結合は、ヘテロ原子Ｎ、Ｓ若しくはＯを介している又はＣ
Ｏ基を介していることが意図されているか；或いは
Ｌ1は、（ＣＯ）－Ｃ1～Ｃ20アルキレン－Ｏであり、ここでチオキサントン基への結合は
Ｏ原子を介していることが意図されているか；或いは
Ｌ1は、（ＣＯ）－Ｑであり；
Ｙは、ｎ価のカチオン性対イオンであり；
Ｒ14は、－ＣＨ＝ＣＨ2又は－Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨ2であり；
Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ12アルキル、
ＯＲ11、ＳＲ11、ＮＲ12Ｒ13又は（ＣＯ）ＯＲ11であり；
Ｒ19は、水素又はＣ1～Ｃ6アルキルであり；
Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22及びＲ23は、互いに独立して、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18で定義された
意味のうちの１つを有し；
Ｒ24は、水素、Ｃ1～Ｃ10アルキル又はＯＨで置換されているＣ1～Ｃ10アルキルであり、
そして
Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28及びＲ29は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルである］



(14) JP 2010-523515 A5 2011.11.10

で示される光潜在性塩基化合物である。
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